
令和６年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標 学力向上検討委員会構成

○自分で考え，判断し，進んで学習する児童の育成 学力向上推進員 委員 教頭 住吉洋子 校長
教諭 上田千賀 教諭 遠藤妃奈之

○ポジティブな行動支援を取り入れた授業の実践 大宮由樹子 教諭 德野円香 教諭 藤本玲子 齋籐 弘人
教諭 狩場甲治 教諭 林三恵子

【各校の取組状況の把握について】
◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み，学力の向上を推進

管理職による授業参観や教員からの報告等，様々な機会を捉え，取組状況の把握を行う。
（１）知識・技能の習得

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○教科学習や読み聞かせ等，言葉を ・８０％以上の児童が，これまでに習った ・練習問題に取り組む時間を確保するとと
大切にした取り組みを継続すること 文字や漢字を使うことができる。 もに，短時間にできるマス計算やミニ漢字
で，語彙が増えつつある。 ・８０％以上の児童が，これまでに習った テストなどを継続的に取り組む。

●身に着けた技能の定着や適切に使う 計算ができる。
力が，十分に身についていない。

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○タブレットや従来のツールを使うこと ・６０％以上の児童が，聞いたことや伝え ・意見を集約したり，考えを分かりやすく表
で，表現の工夫やお互いの考えを知 たいこと・考えたことを，自分の言葉や 現したりするために，指導法を工夫する。
ろうとする姿が見られる。 図・ 表などを使ってまとめたり，表現し

●自分の思いを自分の言葉でまとめた たりできる。
り，伝えたりする力に課題がある。

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○つぶやきには，よいものがあり，少人 ・８０％以上の児童が， 1時間に 1回 ・様々な学習形態を取り入れ，主体的に学
数の話し合いには，進んで参加しよ は，進んで挙手できる。 習へ取り組む意欲の高揚に繋げる。
うとする姿がみられる。

●進んで発表する児童が固定されてい
る。

令和６年度 学力向上ロードマップ
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「学力向上実行プラン」
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